




故
き
を
た
ず
ね
て
得
ら
れ
る
も
の

町
内
に
は
、｢
三
股
町
大
字
樺
山｣

の
よ

う
に｢

大
字｣
が
つ
く
住
所
と
、今
市
や
稗

田
の
よ
う
に
大
字
が
つ
か
な
い
住
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
４
ペ
ー
ジ
の
三
股
町
誕
生
の

軌
跡
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
22
年
５
月
、

宮
村
・
長
田
村
・
餅
原
村
・
蓼
池
村
・
樺

山
村
が
合
併
し
て
三
股
村
が
誕
生
し
ま
し

た
。
合
併
の
際
、
旧
村
名
は
大
字
と
し
て

残
す
こ
と
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、村
の
あ
っ
た
区
域
は
、今
で
も
住
所
に

そ
の
名
残
が
あ
る
の
で
す
。
文
化
や
芸
術

に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、
地
形
や
地
名
に

も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
温
故｢

地
親｣

。
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、

新
し
い
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

に
も
っ
と
親
し
み
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10 月 30 日、山王原地区の小倉邸で三島通庸
顕彰会 ( 岩

い わ

﨑
さ き

壽
ひ さ

子
こ

代表 ) 主催の ｢三股町ハートの
町生誕 150 周年記念地域活動支援事業｣ が行わ
れました。主な内容は、三島通庸公について書か
れた本を読んで勉強することと、明治時代から現
在までの町の移り変わりを地図で確認するとい
うものです。この日は、専門家による地図の解説
も実施。町内外から多くの人が訪れ、地図を見な
がら、当時の歴史やかつての三股の街並みに思い
をはせました。本や地図は、11 月末まで展示され
たほか、来年２月にも同様の事業を実施する予定
です。

11 月６日、上米地区のひかりの森こども園
キッズリターンクラブで、みまたハートフル音
楽祭が行われ、実行委員会代表の愛

あ い

川
か わ

義
よ し

夫
お

さん
が所属する ｢かざぐるま｣ をはじめ、三股中吹
奏楽部やジャズギタリストの柳

やなぎ

田
た

裕
ゆ う

輔
す け

さんと
いった本町にゆかりのある音楽家など、11 組が
出演しました。三股中エアロビックダンス部と
FitnessGardenSPLASH は最新のヒット曲に合
わせたダンスだけでなく、郷土芸能の棒踊りも披
露。また、瀬

せ

戸
と

山
や ま

和
か ず

隆
た か

さんの三味線から玉
た ま

利
り

空
そ ら

海
み

さんのパソコンとシンセサイザーを使った楽曲ま
で、音楽で歴史をたどるようなコンサートに観客
は聞きほれていました。

三股町ハートの町生誕三股町ハートの町生誕
150周年記念150周年記念
地域活動支援事業地域活動支援事業

今
年
で
ハ
ー
ト
の
形
に
な
っ
て
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
三
股
町
。
し
か
し
、
１
５
０

年
前
に
三
股
町
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
股
町

に
な
る
前
は
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は｢

歴
史｣

に
あ

り
ま
す
。｢

三
股
町
史｣

や
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版｢

三
股
町
の
歴
史
と
文
化
財｣

で

は
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
三
股
町
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ー
ト
の
形
に
な
る
軌
跡

上
の
図
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
23
年

の
町
政
施
行
ま
で
の
三
股
町
の
軌
跡
で
す
。

江
戸
か
ら
明
治
へ
の
時
代
の
大
き
な
変
化

は
、地
域
の
形
も
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
三

股
開
拓
の
祖
で
あ
る｢

三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね｣

が
都

城
を
統
治
す
る
地
頭
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
明
治
３
年
３
月
、鷺
巣
村
・
寺
柱
村
・
安

久
村
・
後
久
村
・
北
田
部
村
が
梶
山
郷
に

編
入
。
同
年
９
月
に
は
梶
山
郷
と
勝
岡
郷

(

樺
山
村
・
蓼
池
村
・
餅
原
村)

が
合
併
し
、

下
三
俣
郷
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
か

ら
１
５
０
年
前
の
明
治
５
年
２
月
に
は
、安

久
村
・
後
久
村
・
北
田
部
村
を
都
城
郷
へ

返
上
。こ
れ
に
よ
り
、下
三
俣
郷
の
形
は
現

在
の
三
股
町
の
よ
う
な
ハ
ー
ト
形
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
当
た
り
前
で
、気
に
し
て

い
な
か
っ
た
ま
ち
の
形
も
、そ
の
成
り
立
ち

を
知
る
こ
と
で
歴
史
を
学
ぶ
面
白
さ
を
感

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

♬みまたハートフルみまたハートフル
音楽祭音楽祭

ハートの形150周年を記念して
イベントが行われました 鹿児島本藩直轄

勝岡郷
蓼池村・餅原村・樺山村

都城島津家領
梶山外城

石寺村

都城島津家領
来住口

寺柱村・鷺巣村

下荘内郷梶山郷 安久村・後久村・北田部村

三郷分割による所属先（明治2年11月）

梶山郷

分郷再編成（明治3年3月）

下三俣郷

梶山・勝岡合郷（明治3年9月）

三俣郷
郷名改称（明治5年5月）

第2大区
都城県時代（明治5年9月）

第10大区第2小区
初期宮崎県時代（明治6年5月）

第12大区第2小区
初期宮崎県時代（明治6年11月）

日向国第12大区
鹿児島県時代（明治9年12月）

第105大区第2小区
鹿児島県時代（明治10年6月）

三股村
町村制施行（明治22年5月）

三股町
町制施行（昭和23年5月）

宮崎県設置：明治6年1月
大区小区の区画改定布達：明治6年5月14日

大区小区の再改定：明治6年11月14日
大区小区の再々改定：明治8年4月28日

都城県設置：明治4年11月
大区小区制施行：明治5年9月

宮崎県廃止・鹿児島県併合：明治9年8月21日
併合後も一時宮崎県の番号を使用

鹿児島県内の通し番号に統一：明治10年6月27日
西南戦争により宮崎支庁占拠：明治10年5月27日

日本国憲法施行：昭和22年5月3日
三股町町制施行：昭和23年5月3日

宮崎県再置：明治16年5月9日
宮崎県内町村制施行：明治22年5月1日
宮村・長田村・餅原村・蓼池村・樺山村が合併
各村名は大字名として残った

梶山郷は長田村（石寺村）・寺柱村・鷺巣村・
安久村・後久村・北田部村の6村編成

明治5年2月、安久村・後久村・田部村を
都城郷へ返上

下荘内郷から
梶山郷へ

●三股町誕生の軌跡

歴
史
を
学
ん
で
温
故「
地
親
」

～
故
き
を
た
ず
ね
れ
ば
、地
域
が
も
っ
と
親
し
く
好
き
な
場
所
に
な
る
～

こ
の
機
会
に
、
三
股
町

の
成
り
立
ち
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

出典：三股町の歴史と文化財

三股町の原始から現代まで、幅
広い歴史を紹介した ｢三股町史｣
や写真・図版を多く使用した全編
オールカラーの ｢三股町の歴史と
文化財｣ などは、現在販売中です。
購入方法など、詳しくは町公式サ
イトで確認してくだ
さい。

三股町史販売中

公式サイトはコチラから→

江戸時代の三股地域所属先
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1２月２5日日に1２月２5日日に
宮崎県知事選挙を行います宮崎県知事選挙を行います

三股町選挙管理委員会からのお知らせ

期日前投票所を設置します
仕事や旅行など何らかの理由で「投票日当日は投票に行けない」という人は、期日前投票ができます。期日前

投票所は、町内に３カ所設置します。各期日前投票所の開設日、開設時間中であれば、投票所入場券で指定した
投票所にかかわらず、どの期日前投票所でも投票を行うことができますので、ご活用ください。

宮崎の未来を担う大切な一票です。私たちの意思を届けましょう。
三股町選挙管理委員会　☎52-1112

●投票日と投票時間　12月25日（日）　午前７時～午後６時
●投票場所　町内11カ所

※投票場所は、投票所入場券にも記載しています。お間違えのないようご来場ください。

町コミュニティバス「くいまーる」が無料で利用できます

期日前投票期間の後半に町コミュニティバス「くいまーる」を無料で利用
できます。選挙の投票率向上を図ると同時に、くいまーるバスの利用促進を
図ることを目的としています。選挙の有無に関係なく「くいまーるバス」の無
料利用は実施します。この機会にぜひご利用ください。

●無料路線：生活支援便　全便（通学支援便は有料です）
●無料期間：12月19日(月) 〜 24日(土)

期日前投票所（投票所施設名） 期日前投票所の開設日・受付時間

文化会館エントランスホール 12月９日(金)～24日(土) 午前８時30分～午後８時

第６地区分館 12月21日(水) 午後３時～午後７時45分

町西部地区体育館 12月22日(木)　 午前10時～午後７時45分

11
月
３
日
、
町
と
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

三
股
は
、
町
立
文
化
会
館
で
令
和
４
年

度
三
股
町
社
会
福
祉
功
労
賞
等
表
彰

式
を
開
催
し
、９
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
社
会

の
福
祉
向
上
や
奉
仕
活
動
の
進
展
に
貢

献
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る

も
の
で
す
。
な
お
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

福ふ
く

元も
と 

久ひ
さ

明あ
き

さ
ん
・
村む

ら

内う
ち 

み
さ
子こ

さ
ん

山や
ま

元も
と 

幸こ
う

一い
ち

さ
ん

●
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰

（
永
年
役
員
の
部
）

鈴す
ず

木き 

ト
ミ
子
さ
ん
・
瀬
尾 

ア
ヤ
さ
ん

山や
ま

下し
た 

俊と
し

一か
ず

さ
ん
・
大お

お

谷た
に 

ハ
マ
子こ

さ
ん

山や
ま

口ぐ
ち 

公き
み

昭あ
き

さ
ん
・
伊だ

達て 

光み
つ

彦ひ
こ

さ
ん

令和４年度 三股町社会福祉功労賞等表彰式

功績をたたえて
町は 11 月３日、令和４年度三股町表彰式を町立文化会館で開催し、５人を表彰しました。これは、

町政の振興や町民福祉の増進、文化の発展向上などに功績のあった個人、団体を顕彰するもので、毎
年文化の日に表彰式典を行っています。なお受賞者の皆さんとその功績は次のとおりです。

令和４年度 三股町表彰式

東
海
大
学
付
属
福
岡
高
校
在
学
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
令

和
４
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

３
位
、
全
九
州
高
校
体
育
大
会
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
）

境さ
か
い　

 

さ
く
ら 

さ
ん

都
城
高
校
在
学
。
令
和
４
年
度
全

九
州
高
校
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法

競
技(

女
子
組
演
武
の
部)

で
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

山や
ま

﨑さ
き　

 

花は
な

姫び 

さ
ん

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
在

学
。
２
０
２
１
九
州
沖
縄
地
区
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技(

男
子
団
体)

に
お
い
て
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

宮み
や

里ざ
と　

 

七な
な

星せ 

さ
ん

オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ

ル
ド
ホ
ー
ヘ
ン
２
０
２
２
ワ
ー
ル
ド

ボ
ッ
チ
ャ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー(

Ｂ
Ｃ

３
ク
ラ
ス)

に
日
本
代
表
と
し
て
出

場
、
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。 竹た

け

之の

内う
ち 

和か
ず

美み 

さ
ん

轟
木
地
区
公
民
館
長
と
し
て
16
年

間
務
め
た
ほ
か
、
平
成
26
年
か
ら
８

年
間
、
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

の
三
役
を
務
め
、
社
会
教
育
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

尾お

山や
ま　

　

 

卓た
か
し 

さ
ん

功
労
賞（
体
育
部
門
）

功
労
賞（
体
育
部
門
）

功
労
賞（
体
育
部
門
）

功
労
賞（
社
会
部
門
）

投
票
で
き
る
人

●�年齢満18歳以上の日本国民（平成16年12月26日以前に生まれた人）で、
三股町に３カ月以上住所を有すること。
※�三股町での居住が3カ月未満でも、３カ月以上居住した県内の市町村から本
町に転入してきた場合は、前の居住地で投票できます。この場合は、本町戸籍
住民係で「居住証明書」の交付を受け、投票の際に提示する必要があります。
●欠格条項に該当しない人
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せら知おせら知お  

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害
に
対
す
る
県

民
の
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
宮
崎
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

●�

開
催
期
日
＝
令
和
５
年
５
月
14
日（
日
）

●�

開
催
場
所
＝
ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動

公
園
ほ
か

●�

参
加
資
格
＝
県
内
に
住
み
、
18
歳
以
上

（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）の
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①�

身
体
の
部
＝
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
。

②�

知
的
の
部
＝
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
障

害
が
あ
る
人
。

③�

精
神
の
部
＝
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
障
害
が
あ
る
人
。

●�

申
込
期
限
＝
令
和
５
年
１
月
13
日（
金
）

●�

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課 

社
会
福
祉
係　
☎
52
－
９
０
６
１

お
む
つ
代
は
、
通
常
医
療
費
控
除
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
傷
病
に
よ
り
お
お
む

ね
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ

り
、
医
師
に
よ
る
治
療
の
も
と
で
使
用
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
な
ど
で
医
療
費
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」と
と
も
に「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」も
し
く
は「
お
む
つ
代
に

係
る
医
療
費
控
除
確
認
書
」を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
書
類
が
必

要
と
な
る
か
は
、
お
む
つ
代
の
申
告
が
１

年
目
か
２
年
目
以
降
か
で
決
ま
り
ま
す
。

●�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
は

じ
め
て
の
人

　

｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

を
医
師
が
記

載
し
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
に
様
式
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
、高
齢
者
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

●�

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
２

年
目
以
降
の
人

医
師
に
よ
る｢

お
む
つ
使
用
証
明
書｣

の
代
わ
り
に
、
町
が
保
有
す
る
介
護
保
険

要
介
護
・
要
支
援
認
定
に
関
す
る
主
治
医

意
見
書
に
お
い
て
交
付
要
件
を
満
た
す
人

に
対
し
て
町
が｢

お
む
つ
代
に
係
る
医
療

費
控
除
確
認
書｣

を
交
付
し
ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

高
齢
者
支
援
課
介
護
高
齢
者
係

☎
52
－
９
０
６
２

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
ご

質
問
は｢

ふ
た
ば｣

に
ご
相
談

く
だ
さ
い

「
第
22
回
宮
崎
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
も
、
町
が
発
行
す
る｢

障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書｣

を
確
定
申
告

の
際
に
添
付
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
お
よ

び
町
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
、

障
害
の
程
度
が
障
害
者
に
準
ず
る
も
の

と
し
て
町
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
や
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、
町
の
調
査
の
結
果
、
お
お
む

ね
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で
、
食

事
・
排
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
で
す
。
認
定
書
の

交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
介
護
高
齢
者
係
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

所
得
税
お
よ
び
町
・
県
民
税
が
非
課

税
の
人
は
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
一
律

に
障
害
者
控
除
の
対
象
者
と
な
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

高
齢
者
支
援
課　
介
護
高
齢
者
係

☎
52
－
９
０
６
２

令
和
５
年
10
月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
開
始
に
向
け
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
申
請
や
相
談
な
ど
が
令
和
４

年
分
確
定
申
告
の
提
出
期
限
間
際
に
集
中

す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
各
税
務
署
で

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会

と
登
録
申
請
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
原
則
と
し
て
予
約
制
で
の
対
応
の
た

め
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
国
税
局
の

公
式
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝
都
城
税
務
署

☎
22
－
４
３
７
７（
自
動
音
声
案
内
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
ご
質
問

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト｢

税
務
職
員
ふ
た
ば｣

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
内
容
を

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
す
る
か
、
文
字
を
入

力
す
る
こ
と
で
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を

活
用
し
て
自
動
で
答
え
ま
す
。
土
曜
、
日

曜
、
夜
間
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
公
式
サ
イ
ト｢

チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）に
質
問
す
る｣

へ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝
都
城
税
務
署

☎
22
－
４
３
７
７（
自
動
音
声
案
内
）

水
道
水
は
、｢

濁
り
・
臭
気
・
塩
素
の

残
留
効
果｣

に
つ
い
て
、
１
日
１
回
以
上

検
査
を
実
施
す
る
よ
う
水
道
法
の
規
定
に

年　
末

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
最
終
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
12
月
30
日（
金
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
12
月
22
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
空
き
缶
・
瓶
）＝
12
月
15
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

　

＝
12
月
８
日（
木
）

※�

①
き
ち
ん
と
分
別
し
て
②
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
て
③
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
収
集
最
終
日
以
降
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
み
処
理
施
設
に
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
個
人
に
よ
る
搬
入
最
終
日
】

●
日
時
＝
12
月
30
日（
金
）ま
で

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

燃
え
る
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●
手
数
料
＝
50
㌕
ご
と
に
２
５
０
円

燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●�

手
数
料
＝
３
０
０
㌕
以
下
無
料
。
超
え

る
場
合
は
20
㌕
ご
と
に
１
１
０
円

埋
め
立
て
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

●�

手
数
料
＝
３
０
０
㌕
以
下
無
料
。
超
え

る
場
合
は
20
㌕
ご
と
に
１
０
０
円

※�

各
施
設
と
も
年
末
は
特
に
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
分
別
を
し
っ
か
り

行
っ
て
、
円
滑
な
ご
み
処
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年
始（
令
和
５
年
）

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
開
始
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
１
月
４
日（
水
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
１
月
26
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
空
き
缶
・
瓶
）
＝
１
月
19
日（
木
）

●
資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

　

＝
１
月
12
日（
木
）

【
個
人
に
よ
る
搬
入
開
始
日
】

●
日
程
＝
１
月
４
日（
水
）か
ら

燃
え
る
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

埋
め
立
て
ご
み
・
資
源
ご
み

●
場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
環
境
保
全
係

☎
52
－
９
０
８
２

都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
45
－
６
６
７
７

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
36
－
３
９
０
０

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

☎
52
－
５
４
２
４

※�

可
燃
性
粗
大
ご
み
は
都
城
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
は
都

城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
た
は
町
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
へ
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ

な
ど
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
ご
み
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
町

で
は
水
質
検
査
を
行
う
た
め
の
水
質
検
査

員
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
水
質
検

査
は
１
回
５
分
程
度
の
検
査
を
１
年
を
通

し
て
毎
日
欠
か
さ
ず
行
い
、
毎
月
１
回
検

査
状
況
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

募
集
人
員
＝

第
３
地
区
１
名
、
第
４
地
区
１
名
、
第

５
地
区
２
名
、
第
６
地
区
１
名
、
第
８

地
区
１
名
、第
９
地
区
１
名

●�

検
査
方
法
＝
目
視
で
の
色
・
濁
り
の

有
無
、
臭
気
の
有
無
、
検
査
キ
ッ
ト
を

使
っ
た
残
留
塩
素
測
定

※
１
回
の
検
査
時
間
は
５
分
程
度
で
す
。

●�

検
査
場
所
＝
各
検
査
員
の
自
宅
。
普
段

使
用
し
て
い
る
水
道
水
を
採
取
し
て
検

査
し
ま
す
。

●�

報
償
額
＝
月
額
６
０
８
３
円（
税
別
）

●�

契
約
期
間
＝
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令

和
６
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

※�

２
年
を
限
度
と
し
て
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

申
込
方
法
＝
環
境
水
道
課　
上
水
道
係

へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
＝
１
月
31
日（
火
）

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課　
上
水
道
係

☎
52
－
９
０
８
１

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●�

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説

明
会
と
登
録
申
請
相
談
会
を
開

催
し
ま
す

｢

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」

交
付
の
お
知
ら
せ

水
質
検
査
員
を
募
集
し
ま
す

☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室　

☎
＃
９
１
１
０

●
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●
町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●
町
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
52
－
１
１
１
２

※
緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

寄
付
者
一
覧

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人 

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●�

忌
明
寄
付

●�

一
般
寄
付

　
三
股
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
代
表　
竹た

け

元も
と

仁じ
ん

伍ご

…
１
万
７
８
０
５
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口

愛
の
ご
寄
付

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

川か
わ

原は
ら

純じ
ゅ
ん

市い
ち

子

賢け
ん

一い
ち

57

上
米

３
万
円

中な
か
内う

ち
由ゆ

紀き

子こ

母
山や

ま
元も

と
ト
キ
89

仲
町

３
万
円

川か
わ

畑ば
た

謙け
ん

治じ

母

サ
ツ
子こ

96

仲
町

３
万
円

内う
ち

村む
ら

善よ
し

文ふ
み

母

カ
チ
子こ

88

蓼
池

３
万
円

東ひ
が
し

村む
ら

道み
ち

久ひ
さ

母

幾い
く
子こ

96
大
鷺
巣
３
万
円

田た

村む
ら

良り
ょ
う

子こ

夫

介か
い
孝こ
う

78

三
原

３
万
円

上か
み

村む
ら

勇ゆ
う

太た

父

正ま
さ

嘉よ
し

72

大
野

３
万
円

西に
し

村む
ら　

勝ま
さ
る

妻

久ひ
さ
子こ

87

谷

３
万
円

白し
ら

川か
わ

順じ
ゅ
ん

子こ

叔
母
川か

わ
添そ

え
エ
ル
子こ

94

上
新

３
万
円

竹た
け

田だ

辰た
つ

文ふ
み

母

セ
ツ
子こ

91

前
目

３
万
円

高
齢
者
の
お
む
つ
代
の
医
療
費

控
除
に
係
る｢

お
む
つ
使
用
証

明
書｣

交
付
の
お
知
ら
せ

開催競技
競技種目 身体の部 知的の部 精神の部
陸上競技 ○ ○

水泳 ○ ○
卓球 ○ ○ ○

アーチェリー ○
フライングディスク ○ ○

ボウリング ○
バレーボール ○

ミニバレーボール ○
グラウンド・ゴルフ ○

ボッチャ ○
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祉福と健保祉福と健保

親
子
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
心
地
よ

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
１
月
16
日（
月
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気

の
杜｣

大
会
議
室

●�

講
師
＝
田
鍋
い
ず
み
先
生（
Ｏ
Ｋ
Ｊ
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●�

主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

●�

定
員
＝
10
組（
要
予
約
）

一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
す
る｢

ま
か
せ

て
会
員｣

の
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
、
預
か
る
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
、
活

動
内
容
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
会
で
基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け

て
か
ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

●�

日
時
＝

　
２
月
14
日（
火
）

午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分

２
月
15
日（
水
）午
前
８
時
50
分
～
11
時

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気

の
杜｣

●�

内
容
＝
保
健
師
、小
児
科
医
、心
理
士
、

管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
消
防
士
に
よ

る
講
習

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
と
演
奏
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
12
月
20
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気

の
杜｣

大
会
議
室

●�

定
員
＝
15
組（
要
予
約
）

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●��

講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
１
月
10
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

定
員
＝
誕
生
者
限
定（
要
予
約
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

｢
お
お
き
な
木｣

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●�

期
日
＝
１
月
12
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

●�

期
日
＝
12
月
15
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
31
年
１
～
２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー｢
元
気
の
杜｣

の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。
開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９

時
～
正
午
と
、午
後
１
時
～
３
時
で
す
。

ま
た
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し

い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

｢

子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る｣｢

お
友
達
を
つ
く
り
た
い｣

お
母
さ
ん

は
、ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

●�

期
日
＝
１
月
12
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
３
年
12
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

期
日
＝
12
月
８
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
３
年
４
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　 

☎
52
－
８
１
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
健

診
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　

☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

●
受
講
料
＝
無
料

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
☎
51
－
５
６
８
８

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩

く
動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
12
月
19
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

現
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん

を
患
い
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
を
受
け
、
早

期
の
が
ん
を
み
つ
け
て
早
く
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
に

は
、
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
検
診
車
が
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
来
て
、
検
診
車
の
中
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
検
診（
子
宮
頚
部
の
細
胞
診
）

●�

対
象
者
＝
20
歳
以
上
で
、
和
暦
で
奇
数

年
生
ま
れ
の
女
性

●
日
程
＝
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
個
人
負
担
料
金
＝
１
５
０
０
円

乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
超
音
波
）

●�

対
象
者
＝
40
歳
以
上
で
、
和
暦
で
奇
数

年
生
ま
れ
の
女
性

●�

日
程
＝
令
和
５
年
１
月
20
日（
金
）、令

和
５
年
２
月
１
日（
水
）

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
個
人
負
担
料
金
＝
２
４
０
０
円

※�

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
受
診
を

希
望
す
る
人
は
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
の
町
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診

な
ど
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
目
的

に
、
専
門
家
に
よ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●�

開
催
日
＝
毎
週
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

●�

時
間
＝

１
部　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

２
部　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
　
　
　

☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一
　
般

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４
・
９
０
６
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

お
は
な
し
か
い

●�
場
所
＝
町
武
道
館

●�
対
象
者
＝
町
内
に
在
住
の
人

●�

準
備
す
る
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室

内
用
靴
、運
動
し
や
す
い
服
装

●�

概
要
＝
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
を
招
き
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

い
っ
た
運
動
を
と
お
し
て
健
康
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
健
康
づ
く

り
に
大
切
な
栄
養
や
お
口
の
機
能
も
専

門
家
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
状
態
に
応
じ
た

メ
ニ
ュ
ー
で
行
う
の
で
、
体
力
に
自
信

の
な
い
人
や
運
動
が
苦
手
な
人
で
も
安

心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
－
１
２
４
６

♪
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
♪

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

３
歳
児
健
診

１
歳
６
カ
月
児
健
診

親
子
ビ
ク
ス

誕
生
会（
12
・
1
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
の
集
団
検
診

を
実
施
し
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み
ま

た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
「
ぴ
し
ゃ

ト
レ
」
を
行
っ
て
い
ま
す

足もと元気教室
●日程＝12月15日～１月14日までの分

地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～ 11時 第1地区分館
12月16日（金）

１月６日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ １月５日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 １月12日（木）

4地区 午前９時30分～ 11時 第4地区分館 12月21日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 12月15日（木）

蓼池 午前９時30分～ 11時 蓼池児童館
12月15日（木）

１月12日（木）

花見原 午前９時30分～ 11時 花見原コミュニティセンター １月４日（水）

餅原 午前９時30分～ 11時 餅原営農研修館 12月19日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 12月21日（水）

中原 午前９時30分～ 11時 中原コミュニティセンター
12月28日（水）

１月11日（水）

下新 午前９時30分～ 11時 第7地区分館 １月13日(金)

8地区 午前９時30分～ 11時 第8地区分館 12月23日（金）

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
12月28日（水）

１月11日（水）

●�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の
飲み物

※ ��12 月 1 日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照
ください。

※�新型コロナウイルス感染症対策として、12 月以降の日程に
つきまして、足もと元気教室の開催を中止する場合もありま
す。参加される場合は、事前に町地域包括支援センターまで
ご確認ください。
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